
「
横
内
扶

ー
近
代
沖
縄
を
残
し
た
男
ー
」
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去
る
８
月　

日
、
生
活
の
足
を
考
え

２３

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
（
以
下

「
実
行
委
員
会
」
と
い
う
。）
主
催
に
よ

る
「
生
活
の
足
を
考
え
る
交
通
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
公
募
で
集

ま
っ
た
小
学
校
５
・
６
年
生　

名
が
、

１４

環
境
と
交
通
を
テ
ー
マ
に
、
会
場
に
詰

め
掛
け
た
大
人
達
へ
向
け
て
地
球
環
境

の
現
状
と
県
や
市
の
交
通
事
情
に
つ
い

て
発
表
し
、
解
決
策
を
提
案
し
、
さ
ら

に
は
会
場
と
の
討
論
を
行
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
が
け
て

子
ど
も
た
ち
は
、
環
境
と
交
通

に
つ
い
て
、
沖
縄
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
の
見
学
や
、
那
覇
バ
ス

社
員
に
よ
る
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
の
講
習
、
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
で
の
野
外
学
習
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
活
動
さ
れ
て
い
る

方
々
や
市
職
員
に
よ
る
講
話
な

ど
を
受
け
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
子
ど
も
た
ち
は
、

「
レ
ジ
袋
を
１
枚
作
る
の
に
、
お
ち
ょ

こ
１
杯
分
の
石
油
を
使
用
し
て
い
る
」

と
現
状
を
発
表
し
、
解
決
策
と
し
て

「
エ
コ
バ
ッ
グ
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
」と

提
案
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
「
県
外
と
比
較
し
て
も
、
異

常
な
車
社
会
で
あ
る
」
と
現
状
を
発
表

し
、
解
決
策
と
し
て
「
車
と
上
手
に
お

つ
き
合
い
す
る
に
は
、
み
ん
な
で
乗
り

あ
っ
て
、
効
率
よ
く
し
ま
し
ょ
う
」
な

ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
し
た

実
行
委
員
会
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
マ
ス
コ

ミ
、
事
業
者
、
市
民
な
ど
の
多
様
な
主

体
に
行
政
が
加
わ
り
、
自
動
車
に
つ
い
て

利
便
性
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
反
面
、
利

用
に
よ
り
生
じ
る
問
題
点（
排
気
ガ
ス
に

よ
る
健
康
被
害
や
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
な
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
、
交
通
事

故
、
騒
音
、
放
置
車
両
、
中
心
市
街
地

の
衰
退
、
車
を
運
転
で
き
な
い
交
通
弱

者
に
対
す
る
利
便
性
の
低
下
な
ど
）に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野

を
活
か
し
て
解
決
を
目
指
す

「
協
働
の
取
り
組
み
」で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
自
動
車
以
外

の
交
通
手
段
を
有
効
に
利
用
す

る
こ
と
で
、
健
康
増
進
、
環
境

保
護
、
福
祉
の
充
実
、
公
共
マ

ナ
ー
の
体
得
、
中
心
市
街
地
や

地
域
の
活
性
化
な
ど
、
様
々
な

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
自
動
車
に
頼
り
き
っ
た
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
を
図
っ
て
み
て
は
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

始
め
よ
う
あ
な
た
の
エ
コ
ラ
イ
フ

那
覇
市
環
境
フ
ェ
ア
２
０
０
７ 

�

歴
史
の
歪
曲
は
絶
対
に
許
さ
な
い 

�

子
育
て
応
援
ガ
イ
ド

子
ど
も
の
笑
顔
が
い
き
い
き
と
輝
く
ま
ち
へ 

�
・
�

情
報
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ 

�
・
�

主 な 紙 面
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環境のためにも、効率の良い自動車の利用を考
えようと提言する子どもたち
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「協働」とは、まちづくりのために、市
民・事業者・市民団体・行政などが、
それぞれの特性を発揮しながら協力
しあうことです。

（円内）高校生代表として意見発表する読谷高校３年の
津嘉山拡大さん（右）と照屋奈津美さん


